	2021第1,2,3 RUTC答えの現場(33)(社)世界福音化伝道協会　www.wedarak.net

	2021年9月4 ～ 5日週間祈りカード

	産業宣教/重大院連合礼拝
重職者の絶対使命(使4:32-37)
	伝道学
伝道者の覚悟(使7:54-60)
	核心要員訓練
すべてを持っている者(ピリ3:8-21)

	△重職者の使命祈り
重職者は現場宣教師、教会を生かす者、未自立教会を生かすロマ16章の人々

□序論_重大院に集まるたびにすること、持ち帰るべき答え
1.集中－今、必ず必要なことは何か
2.All Inできることはなにか－All Out、All Changeになる。
3.礼拝時間に私の無限の部分を生かして(3無限)、3超越を味わいなさい。
△私がこの教会で空前絶後の答えを味わうことは何か。(空前絶後の人)

□本論
1.変える働き－私とすべての人々がサタンの使いをしないように、みことばによって変わる働きが起きるようにしてください
1)創3,6,11　　2)使13,16,19
3)未信者状態6つに陥っている。
(1)みことばにだけが刻印を変える。　(2)根をおろすべき－祈り
(3)生活で体質になって答えを受けるべき－証人

2.絶対使命-教会を生かして、未来を生かして、次世代を生かすことに絶対使命を与えてください。
1)教会を生かす道(序論の三つだけあればみな生かす)
(1)使2:9-11 15か国の門　　(2)使2:41-42 3千弟子
(3)使4:32-37世界福音化の基礎
2)未来を生かす道(使11:28-30エルサレム教会)
3)次世代を生かす道(使17:1、18:4、19:8会堂)

3.絶対方法－絶対計画発見
1)絶対契約が出てくる　　2)絶対旅程が見える　3)絶対目標が見える

□結論_器準備
△みことばと親しくなければならない。メッセージを握ってフォーラムをするとき、器が作られる。するとそこに入れてくださる。

神様が必要とされること、人が必要とすること、大きい器

△修正しても大丈夫だから、神様が正しいと考えられる正確な契約を握らなければならない。
根拠がどこにいるのか?それでまた祈れということだ。
必ず出てくる。








	伝道は今、答えがある、ないとは関係がない。
□序論_伝道は、一つをしても、永遠の答えとしてくることがある。
ハンナがそれまで肉的なことを祈ったと発見して、ナジル人という霊的祈りを発見した。さらに重要なのは、無応答の時刻表を発見したのだ。無応答で誤解しやすいが、みなさんが答えを受けることは、今は関係なくても、本当に正確に、より大きく、永遠にくることがある。
1.ラハブの小さいこと－永遠と関係がある。
2.ハンナとエッサイの祈りがペリシテを打ちとめた。
神様がなさる流れを握った人々だ。
神様のみことばの流れ、祈りの流れ、伝道の流れを見ながら、その契約を握ることが一番重要だ。
牧師先生の説教を簡単にメモしなさい。メモしなければ流れが分からない。
3.オバデヤ－預言者100人を隠した。
4.エステル－死ななければならないなら死にますは確実な流れが出てきたこと
5.マルコの屋上の間－時代的な流れに乗ったこと

□本論_どんな答えが来るのか。どのくらい価値があることなのか
1.いのちをかけた人々－いのちをかける価値あることを見つけなさい
1)使6:1-7いのちを持つ人々
2)使7:1-60いのちをかける価値を見たステパノ
3)使11:19いのちをかける働きを見た人
2.絶対を見た人
1) 7わざわいを止めて　2)福音がないパリサイ人生かす道が　3)ただ使1:1,3,8であることを見た
△伝道現場に行けばいのちかける価値あること、絶対のこと、以降のことから見るのだ。

3.以降のことを見た人－前のことが簡単に解釈できる
1)礼拝する重職者通してRT7が生かされた
2)使11:19-30アンテオケ教会のように世界福音化
3)使13:1-4を見た

□結論_答えの後には
1.正確な味わいを見なさい
2.流れが見える
3.流れによって成就する。
△私たちが契約を握るこの瞬間、信徒のすべての所に神様は御座の祝福、時空超越の祝福、237の光で働かれる。







	神様は私たちにすべてをくださった。何をくださったのか。
ピリ3:8-21パウロが受けたことを告白した。
□序論_答えがない方、病気、霊的病気で大変な方々は集中を始めなさい。
1.朝に目を開けば福音手紙を一度読んでみなさい。メッセージを聞いてみなさい。-聖句を選んで開いて記録しなさい。庭園(外)に出て行って、深い祈りを始めなさい。記録した聖句を読みながら呼吸をゆっくり、深く、平安にすることだ。「家に帰ってもどのようにすれば良い」というリズムを見つけて行きなさい。
2.すべての感謝を記録してみなさい。すべてのこと、すべての人を置いていつでも祈りながら考えてみなさい。(確認)
3.目をとじるときに始めなさい。夜の時間に本格的ないやし、とても大きな力と答え-集中祈り(没頭祈り)
△共通点が、脳を完全にいやすことだ。その後、たましいが力を得るようになる。自然に三つがいやされるようになって、いやされなくても、リズムを見つけ出すようになる。このような経験がなければならない。

□本論_このようなリズムを持って行くから
1.恐れが消える－すべてを見た者だ。
1)使1:14そのミッションを持って降りてきたこと　
2)使2:9-11この人々を準備された
3)使2:41-42 3千弟子起きたこと
4)使2:43-45この人が献金して行ったこと
5)使7:1-60、8:4-8ステパノ、ピリポのように、按手を受けた人たちが動き始めた

2.新しいはじまり－すべてを持った者だ。
1)使1:1-8イエス様の約束
2)使2:1-13この炎のような力が臨み始め
3)使13:1-4マルコの屋上の間に起きた同じ働きが今でも起きている- key

3.殉教したように見えたが、すべてに勝った者だ。
1)使7:54-60ステパノの殉教によって
2)使11:19アンテオケへ
3)ローマ征服後、ピリ3:8-21まで

□結論
1.パウロ－みな受けたこと
2.ロマ16章-神様が財閥を立て起こされ始め
3.子どもたちが起きた(Remnant運動) -ローマ征服
△負担を持たずに集中の時間に入ってきなさい。朝(深い祈り)、夜(集中祈り)だけするのに24が生かされる。神様はみなさんを病気と霊的な病気と多くの生活の病気から解放させる主役として呼ばれた。

	聖日1部礼拝
ミツパ運動の理由(Iサム7:1-14)
	Remnant礼拝
モーセの人生準備3段階(申34:1-12)
	聖日2部礼拝/神殿建築献身礼拝
ダビデが持ったこと(Iサム16:13)

	出エジプトして14人の士師を過ぎ、ペリシテにずっと苦しめられたが、サムエルが生きている間だけ、ミツパ運動以降にペリシテが攻撃できなかった。はたして、みなさん1人がこのような運動を起こせるのか。家系と職場を生かせるのか。サムエルがしたとおりにすれば、生かすことができる。
□序論_先に参考にすべき二つのこと
1.問題が生じたとき、言い訳しないで、私(私たちの)に問題があることを悟ってミツパに集まれと言った
2.しきりに答えを受けようとすることが失敗。答えはついてくること

□本論_三つのことをすべき
1.祈りを知って、その中にいるべき(Iサム7:10)
1) 3超越(御座、時空超越、237の光)中にいること
2) 3無限(神のかたち、私たちのたましい、みことばを受けて生きて行くことができる生命力)がセッティングされること
3)空前絶後の祝福を見つけて、その中にいること(私自身、教会信仰生活、私の職業)
△幼い時から祈りを知っていたサムエルが受けた答え: ことばが一つも地に落ちない答え、サムエルが生きている間に戦争が終わる答え、サムエルを見た者は主を信じた答え

2.旅程を知って、それを回復して、その中にいるべき－ミツパでした5つ(CVDIP)
1) Covenant(1節:20年の間、契約の箱放置→サムエルが民を呼んで集めた)
 =絶対使命
2) Vision(2節:外国の神々、アシュタロテ、バアルを捨てて主に立ち返りなさい =絶対計画
3) Dream(3節:集まって断食して祈り) =絶対契約を握ったこと
4) Image(9節:子羊を全焼のいけにえとしてささげなさい→神のかたちの答え、無限の力を生かす道) =絶対旅程
5) Practice(12節:今まで神様が私たちとともにおられたエベン・エゼルの祝福) =絶対目標
△祈り:脳に刻印→たましいの中に→御座の祝福とつながる。問題がきたとき、その旅程を確認するのが祈りだ。みなさん一人の祈りは必ず答えられるようになっている。この5旅程の中にいるとき、エベン・エゼルの祝福と戦争とわざわいがいやされる答えと平和が臨む答えがくる(Iサム7:14)

3.勝利以前に真の勝利の時刻表の中にいるべき
1)偶像崇拝を徹底的に捨てなさい(サタンの働き)
2)主に立ち返って暗やみに勝つ全焼のいけにえをささげて祈り
3)サタンと暗やみ、わざわいにすでに勝った座に入りなさい(問題× →答え、危機× →機会の中にいなさい)

□結論_私のミツパ運動を見つけなさい
1.Remnantは可能ならば技能と資格に従って
2.みなさんがする小さいことを成功させなさい
3.サタン、暗やみ、わざわいに勝ちなさい。
	□序論_必ず知るべきこと
1.多くの人々が精神病に苦しめられている-古くからのこと
1)暗やみの中で「私」を発見(創3章)
2)暗やみの中で「私のこと」を見つける(創6章)
3)暗やみの中で「成功」しようとする(創11章)
→サタンが悪い霊を働かせて人々を崩れさせるのだ。
2.エジプトもイスラエルも知らずにいるのでわざわいが臨むこと
3.モーセはなぜ用いられたのか-幼いときに出2:1-10の祝福を受けた

□本論_モーセの人生準備3段階
1.王宮40年-勉強しなければならない理由(「神様がくださった私、私のこと、私の現場」を発見)
1)勉強は必要だが答えでなくて「基礎」だ
2) Elite教育を受けた
3)世界文化を学習

2.ミデヤン40年-霊的準備(「無応答」の時が最も「重要な時」)
1)創世記記録-幼い時に母親から聞いた福音を持って
2)家系の契約を見つける
3)個人の契約を見つける

3.荒野40年-使命の道(三つの祭り、幕屋、契約の箱の祝福を味わう)
1) 10の奇跡が起こる-私たちが受ける答え
2)荒野の奇跡が起こる
3)次世代を育てる奇跡が起こる-ヨシュアとカレブ

□結論_Remnantの単語- 「空前絶後」、空前絶後の答えを見つけ出しなさい
1.私にだけ与えられる空前絶後の答え
2.教会の働きを通して与えられる空前絶後の答え
3.学業、職業、産業に与えられる空前絶後の答え
△Remnantのミッション-私の人生準備3段階を見つけ出しなさい
一週間祈りながら思い浮ぶことをメモすれば空前絶後の答えがくる。
このとき、私のことを見つける編集、神様の計画が見える設計、デザインが起こる。
	□序論_ユダヤ人の次世代教育5つ
1.献金教育-世界征服:出エジプトから礼拝、犠牲のいけにえをささげることがずっと出てくる。
2.三つの祭り-テント:親が教会で三つの祭りをいっしょにしながら実際テントを張った。
3.タラント発見(成人式)、専門性(専門家を付ける)、現場性(会堂)
4.幕屋-会堂の流れに乗るようにさせた。
5.徹底的に未来化準備

□本論_契約の箱、王、神殿準備
1.あらかじめ見た者は運命を変えることができる。
1)絶対使命-あらかじめ見たこと(ダビデの絶対使命- 237いやしサミットの神殿)
2)絶対計画-あらかじめ持つ(ダビデの絶対計画-王になって神殿に三つの庭を準備)
3)絶対契約-あらかじめ味わう
4)絶対旅程-あらかじめ征服
5)絶対目標-あらかじめ成就

2主の霊が激しくくだった者
1)詩78:70-72王になることを知って神様が育てられた。
2)Iサム16:1-13大祭司サムエルがきて油をそそいだ。
3)Iサム16:23ダビデが賛美する所に悪い霊が離れた。
4)Iサム17:1-47ゴリヤテとペリシテを一気に倒してしまった。

3.契約の箱を置く神殿
1)異邦人の庭がある神殿(237)
2)祈りの庭がある神殿(いやし)
3)子どもたちの庭がある神殿(サミット)

□結論_世界福音化する器を準備
1.記念碑的祝福-次世代が見て分かるように
2.以降のことを知って足跡を残さなければならない。
3.福音を伝える次世代時代が開かれるように
△世界福音化のためにさまざまな分野ですべき準備-財政と資料を正しくして正しい弟子が237、5千種族に起きるように作業している。
△一週間の私の祈り-神様の前に私の絶対使命を見つける祈りをささげれば、絶対計画が見えて、そのときから契約も旅程も目標も起こり始める。




(社)世界福音化伝道協会　www.wedarak.net　


(


社


)


世界福音


化


伝道協会


 


www.wedarak.net


 


 


 


2021


第


1,2,3 RUTC


答


え


の現場


(33)(


社


)


世界福音


化


伝道協会


 


www.wedarak.net


 


2021


年


9


月


4 


〜


 


5


日週間祈りカード


 


産業宣教


/


重大院連合礼拝


 


重職者の絶対使命


(


使


4:32


-


37)


 


伝道学


 


伝道者の覚悟


(


使


7:54


-


60)


 


核心要員訓練


 


すべてを持っている者


(


ピリ


3:8


-


21)


 


△重職者の使命祈り


 


重職者は現場宣教師、教会


を


生かす者、


未


自立教会


を


生かすロマ


16


章の


人々


 


 


□序論


_


重大院


に


集まるたびにすること、持


ち帰るべき


答


え


 


1.


集中


−


今


、


必ず必要な


ことは


何


か


 


2.All In


できること


はなにか−


All Out


、


All Change


に


なる。


 


3.


礼拝時間に私の無限の部分を生かして


(3


無限


)


、


3


超越


を味わいなさい


。


 


△私がこの教会で空前絶後


の


答


えを味わう


こと


は


何か


。


(


空前絶後


の


人


)


 


 


□本論


 


1.


変える


働き−私と


すべての人々がサタン


の使いを


しないように


、


み


ことばに


よって


変わる


働きが


起きるように


してください


 


1)


創


3,6,11


  


2)


使


13,16,19


 


3)


未


信者状態


6


つに


陥っている。


 


(1)


みことばにだけ


が


刻印


を


変


え


る。


 


(2)


根をおろ


すべき−


祈り


 


(3)


生活


で


体質


に


なって答


えを


受け


るべき−


証人


 


 


2.


絶対使命


-


教会


を


生かして


、


未来


を


生かして


、


次世代


を


生かすことに絶対使


命を与えて


くだ


さい。


 


1)


教会


を


生かす道


(


序論の三つだけあればみな生かす


)


 


(1)


使


2:9


-


11 15


か


国


の門


  


(2)


使


2:41


-


42 3


千弟子


 


(3)


使


4:32


-


37


世界福音化の基礎


 


2)


未来


を


生かす道


(


使


11:28


-


30


エルサレム教会


)


 


3)


次世代


を


生かす道


(


使


17:1


、


18:4


、


19:8


会堂


)


 


 


3.


絶対方法


−


絶対計画発見


 


1)


絶対契約が出てくる


  


2)


絶対旅程が見える


 


3)


絶対目標が見える


 


 


□結論


_


器準備


 


△みことばと親しくなければならない。メッセージを


握って


フォーラム


を


する


とき、


器が作られる。すると


そこに


入れ


てくださ


る。


 


 


神様が必要とされること、人が必要とすること、大きい器


 


 


△修正しても大丈夫だから


、


神様が


正しいと


考え


られ


る


正確な


契約を


握らなけ


れば


ならない。


 


根拠がどこにいるのか


?


それでまた祈れということだ。


 


必ず出てくる。


 


 


 


 


 


 


 


 


 


伝道は今


、


答


え


があ


る


、な


いとは


関係がない。


 


□序論


_


伝道は


、


一つ


を


し


ても、


永遠の答


えとしてく


ることが


ある


。


 


ハンナが


それまで肉的なことを


祈ったと発見して


、ナジル人


と


いう


霊的祈りを


発見した。さらに重要なのは


、


無応答の


時刻表を


発見したのだ。


無応答で誤解


しやすいが


、みな


さんが答


えを


受けるこ


と


は


、


今


は


関係なくても


、


本当に


正確


に、


より大きく、永遠にくることが


あ


る。


 


1.


ラハブの小さいこと


−


永遠


と


関係


が


ある。


 


2.


ハンナとエッサイの祈りがペリシテを


打ちとめた


。


 


神様が


なさる


流れを


握った人


々だ。


 


神様のみことばの流れ、祈りの流れ、伝道の流れを見ながら


、


その契約


を


握ることが


一番重要だ。


 


牧師


先生の


説教を簡単にメモし


なさい


。メモしなければ流れ


が


分からない。


 


3.


オバデヤ


−


預言者


100


人を隠した。


 


4.


エステル


−


死


ななければならないなら死にますは


確実な流れが出てきたこと


 


5.


マルコの屋上の間


−


時代的な流れに乗ったこと


 


 


□本論


_


どんな答


え


が来るのか


。


どの


くらい


価値


が


あることなのか


 


1.


いのち


をかけた


人々


−


いのち


を


かける価値ある


ことを見つけなさい


 


1)


使


6:1


-


7


いのち


を


持つ人々


 


2)


使


7:1


-


60


いのち


を


かける価値を見たステパノ


 


3)


使


11:19


いのち


を


かける


働き


を見た人


 


2.


絶対を見た人


 


1) 7


わざわいを


止めて


 


2)


福音


が


ないパリサイ人生かす


道が


 


3)


ただ使


1:1,3,8


であることを見た


 


△伝道現場


に


行けばいのちかける価値あること、絶対


の


こと


、以降


のことから


見る


の


だ。


 


 


3.


以降


のことを見た人


−


前のことが簡単に解釈


でき


る


 


1)


礼拝する重職者通


して


RT7


が生


かされた


 


2)


使


11:19


-


30


アンテオケ教会のように世界福音化


 


3)


使


13:1


-


4


を見た


 


 


□結論


_


答


え


の後には


 


1.


正確な


味わい


を見


なさい


 


2.


流れが見える


 


3.


流れ


に


よって成就する。


 


△私たちが契約


を握る


この瞬間、


信徒


のすべての所に神様は御座の祝福、


時空


超越の祝福、
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の光で


働かれる


。


 


 


 


 


 


 


 


 


神様は私たちに


すべてをくださった。


何をく


ださったの


か


。


 


ピリ


3:8


-


21


パウロが受けた


こと


を告白した。


 


□序論


_


答


え


がない方、病気、霊的病気で大変な方々


は


集中を始めなさい。


 


1.


朝


に


目を開けば福音手紙を一度読んでみなさい。


メッセージ


を聞いてみなさ


い。


-


聖句を選んで


開いて


記録しなさい。


庭園


(


外


)


に出て行って


、


深い祈り


を始めなさい。


記録した聖句を読みながら呼吸をゆっくり、深く、


平安に


す


ることだ。


「


家に


帰って


もどのようにすれば良い


」


というリズムを


見つけて


行


きなさい


。


 


2.


すべての感謝を記録してみなさい。すべてのこと、すべての人を置いていつ


でも祈りながら考えてみなさい。


(


確認


)


 


3.


目をとじる


ときに


始めなさい。夜


の


時間に本格的な


いやし


、


とても大きな


力


と答


え


-


集中祈り


(


没頭


祈り


)


 


△共通点が


、


脳を完全に


いやす


ことだ。その後


、たましい


が力を得る


ように


な


る。


自然に


三つが


いやされるように


なって、


いやされなくても、


リズム


を見


つけ


出す


ように


なる。この


ような経験がなければならない。


 


 


□本論


_


このようなリズムを持って行くから


 


1.


恐れが消える


−すべてを


見た者だ。


 


1)


使


1:14


そのミッションを持って降りてきたこと


 


 


2)


使


2:9


-


11


この


人々を準備された


 


3)


使


2:41


-


42 3


千弟子起きたこと


 


4)


使


2:43


-


45


この人が献金して行ったこと


 


5)


使


7:1


-


60


、


8:4


-


8


ステパノ、ピリ


ポ


のように


、


按手


を


受けた


人たちが


動


き始め


た


 


 


2.


新しい


はじまり−すべてを


持った者だ。


 


1)


使


1:1


-


8


イエス様の約束


 


2)


使


2:1


-


13


この炎


のような力が臨み始め


 


3)


使


13:1


-


4


マルコの屋上の間に起きた同じ


働き


が今でも起きている


-


 


key


 


 


3.


殉教


した


ように見


えた


が


、すべてに


勝った者


だ


。


 


1)


使


7:54


-


60


ステパノ


の


殉教によって


 


2)


使


11:19


アンテオケ


へ


 


3)


ローマ征服後、ピリ


3:8


-


21


まで


 


 


□結論


 


1.


パウロ


−


みな受けたこと


 


2.


ロマ


16


章


-


神様が財閥を立て起こされ始め


 


3.


子


ども


たちが起きた


(Remnant


運動


) 


-


ローマ征服


 


△負担


を


持たずに集中の時間に入ってきなさい。朝


(


深い祈り


)


、


夜


(


集中祈り


)


だけするのに


24


が生


かされる


。


神様はみな


さんを病気と霊的な


病気と多く


の生活の


病気


から解放させる


主役と


して


呼ばれた。


 




( 社 ) 世界福音 化 伝道協会   www.wedarak.net      

2021 第 1,2,3 RUTC 答 え の現場 (33)( 社 ) 世界福音 化 伝道協会   www.wedarak.net  

2021 年 9 月 4  ～   5 日週間祈りカード  

産業宣教 / 重大院連合礼拝   重職者の絶対使命 ( 使 4:32 - 37)  伝道学   伝道者の覚悟 ( 使 7:54 - 60)  核心要員訓練   すべてを持っている者 ( ピリ 3:8 - 21)  

△重職者の使命祈り   重職者は現場宣教師、教会 を 生かす者、 未 自立教会 を 生かすロマ 16 章の 人々     □序論 _ 重大院 に 集まるたびにすること、持 ち帰るべき 答 え   1. 集中 － 今 、 必ず必要な ことは 何 か   2.All In できること はなにか－ All Out 、 All Change に なる。   3. 礼拝時間に私の無限の部分を生かして (3 無限 ) 、 3 超越 を味わいなさい 。   △私がこの教会で空前絶後 の 答 えを味わう こと は 何か 。 ( 空前絶後 の 人 )     □本論   1. 変える 働き－私と すべての人々がサタン の使いを しないように 、 み ことばに よって 変わる 働きが 起きるように してください   1) 創 3,6,11    2) 使 13,16,19   3) 未 信者状態 6 つに 陥っている。   (1) みことばにだけ が 刻印 を 変 え る。   (2) 根をおろ すべき－ 祈り   (3) 生活 で 体質 に なって答 えを 受け るべき－ 証人     2. 絶対使命 - 教会 を 生かして 、 未来 を 生かして 、 次世代 を 生かすことに絶対使 命を与えて くだ さい。   1) 教会 を 生かす道 ( 序論の三つだけあればみな生かす )   (1) 使 2:9 - 11 15 か 国 の門    (2) 使 2:41 - 42 3 千弟子   (3) 使 4:32 - 37 世界福音化の基礎   2) 未来 を 生かす道 ( 使 11:28 - 30 エルサレム教会 )   3) 次世代 を 生かす道 ( 使 17:1 、 18:4 、 19:8 会堂 )     3. 絶対方法 － 絶対計画発見   1) 絶対契約が出てくる    2) 絶対旅程が見える   3) 絶対目標が見える     □結論 _ 器準備   △みことばと親しくなければならない。メッセージを 握って フォーラム を する とき、 器が作られる。すると そこに 入れ てくださ る。     神様が必要とされること、人が必要とすること、大きい器     △修正しても大丈夫だから 、 神様が 正しいと 考え られ る 正確な 契約を 握らなけ れば ならない。   根拠がどこにいるのか ? それでまた祈れということだ。   必ず出てくる。                  伝道は今 、 答 え があ る 、な いとは 関係がない。   □序論 _ 伝道は 、 一つ を し ても、 永遠の答 えとしてく ることが ある 。   ハンナが それまで肉的なことを 祈ったと発見して 、ナジル人 と いう 霊的祈りを 発見した。さらに重要なのは 、 無応答の 時刻表を 発見したのだ。 無応答で誤解 しやすいが 、みな さんが答 えを 受けるこ と は 、 今 は 関係なくても 、 本当に 正確 に、 より大きく、永遠にくることが あ る。   1. ラハブの小さいこと － 永遠 と 関係 が ある。   2. ハンナとエッサイの祈りがペリシテを 打ちとめた 。   神様が なさる 流れを 握った人 々だ。   神様のみことばの流れ、祈りの流れ、伝道の流れを見ながら 、 その契約 を 握ることが 一番重要だ。   牧師 先生の 説教を簡単にメモし なさい 。メモしなければ流れ が 分からない。   3. オバデヤ － 預言者 100 人を隠した。   4. エステル － 死 ななければならないなら死にますは 確実な流れが出てきたこと   5. マルコの屋上の間 － 時代的な流れに乗ったこと     □本論 _ どんな答 え が来るのか 。 どの くらい 価値 が あることなのか   1. いのち をかけた 人々 － いのち を かける価値ある ことを見つけなさい   1) 使 6:1 - 7 いのち を 持つ人々   2) 使 7:1 - 60 いのち を かける価値を見たステパノ   3) 使 11:19 いのち を かける 働き を見た人   2. 絶対を見た人   1) 7 わざわいを 止めて   2) 福音 が ないパリサイ人生かす 道が   3) ただ使 1:1,3,8 であることを見た   △伝道現場 に 行けばいのちかける価値あること、絶対 の こと 、以降 のことから 見る の だ。     3. 以降 のことを見た人 － 前のことが簡単に解釈 でき る   1) 礼拝する重職者通 して RT7 が生 かされた   2) 使 11:19 - 30 アンテオケ教会のように世界福音化   3) 使 13:1 - 4 を見た     □結論 _ 答 え の後には   1. 正確な 味わい を見 なさい   2. 流れが見える   3. 流れ に よって成就する。   △私たちが契約 を握る この瞬間、 信徒 のすべての所に神様は御座の祝福、 時空 超越の祝福、 237 の光で 働かれる 。                神様は私たちに すべてをくださった。 何をく ださったの か 。   ピリ 3:8 - 21 パウロが受けた こと を告白した。   □序論 _ 答 え がない方、病気、霊的病気で大変な方々 は 集中を始めなさい。   1. 朝 に 目を開けば福音手紙を一度読んでみなさい。 メッセージ を聞いてみなさ い。 - 聖句を選んで 開いて 記録しなさい。 庭園 ( 外 ) に出て行って 、 深い祈り を始めなさい。 記録した聖句を読みながら呼吸をゆっくり、深く、 平安に す ることだ。 「 家に 帰って もどのようにすれば良い 」 というリズムを 見つけて 行 きなさい 。   2. すべての感謝を記録してみなさい。すべてのこと、すべての人を置いていつ でも祈りながら考えてみなさい。 ( 確認 )   3. 目をとじる ときに 始めなさい。夜 の 時間に本格的な いやし 、 とても大きな 力 と答 え - 集中祈り ( 没頭 祈り )   △共通点が 、 脳を完全に いやす ことだ。その後 、たましい が力を得る ように な る。 自然に 三つが いやされるように なって、 いやされなくても、 リズム を見 つけ 出す ように なる。この ような経験がなければならない。     □本論 _ このようなリズムを持って行くから   1. 恐れが消える －すべてを 見た者だ。   1) 使 1:14 そのミッションを持って降りてきたこと     2) 使 2:9 - 11 この 人々を準備された   3) 使 2:41 - 42 3 千弟子起きたこと   4) 使 2:43 - 45 この人が献金して行ったこと   5) 使 7:1 - 60 、 8:4 - 8 ステパノ、ピリ ポ のように 、 按手 を 受けた 人たちが 動 き始め た     2. 新しい はじまり－すべてを 持った者だ。   1) 使 1:1 - 8 イエス様の約束   2) 使 2:1 - 13 この炎 のような力が臨み始め   3) 使 13:1 - 4 マルコの屋上の間に起きた同じ 働き が今でも起きている -   key     3. 殉教 した ように見 えた が 、すべてに 勝った者 だ 。   1) 使 7:54 - 60 ステパノ の 殉教によって   2) 使 11:19 アンテオケ へ   3) ローマ征服後、ピリ 3:8 - 21 まで     □結論   1. パウロ － みな受けたこと   2. ロマ 16 章 - 神様が財閥を立て起こされ始め   3. 子 ども たちが起きた (Remnant 運動 )  - ローマ征服   △負担 を 持たずに集中の時間に入ってきなさい。朝 ( 深い祈り ) 、 夜 ( 集中祈り ) だけするのに 24 が生 かされる 。 神様はみな さんを病気と霊的な 病気と多く の生活の 病気 から解放させる 主役と して 呼ばれた。  

